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　学校行事や周年行事等をはじめ、日々の教育活動においても、子供
一人一人のがんばりを認め、励ます言葉かけに努めた。成功体験を認
め、自己肯定感が高められるように務めた。

授業中や係活動、実行委員、学年集会など、日常の様々な場面で活躍で
きる場を多く設定するようにする。今後も子供の達成感感じられる場面を増
やしていきたい。

学 校 関 係 者 の評 価 学校運営のまとめ

　土橋小学校では、「学校運営協議会＝協議の場」と、「地域学校協働本部（つっちーボランティアひろば）＝実
働の場」が役割分担及び連携し、地域学校協働活動を推進している。協議会では、①学校・地域教育を巡る課
題等の協議、②子供たちが安心安全に暮らせる環境づくり、③学校教育目標「つちはしアクション」実現に向け
た活動評価に取り組んだ。地域学校協働本部では、地域の方や保護者が参加する多様な教育ボランティア活
動を支援し、今年度はサポート級親の会による交流活動も新たに加わるなど、協働の幅が広がった。創立２０周
年にあたり、記念式典や土橋フェスタなどを通して、多くの関係者が学校とのつながりを再認識する機会にも
なった。学校評価アンケートでは「学校がたのしい」と答える子供が多く、「よい学校」と評価する保護者も多数を
占め、学校運営は総合的に良好に捉えられている。今年度も「土橋フェスタ」「読み聞かせ」「昔遊び」など、地
域の方々とのかかわる機会を多くつくることができた。これからの時代に相応しいコミュニティスクールづくり・活
動進化に取り組むことができた。

　２０年目を迎えた今年度も、開校時から引き継がれている合言葉「つながるこころ」「ちからをあわせ」「はじけるえがお」「しあわせいっぱい」を具現化することを柱に
目標を設定した。友達の気持ちや考えを尊重し、つながる心を大切にするため、まずは大人から積極的に声をかけ、子どもと大人、子ども同士がよりよい関係を築け
るようにするとともに、支援教育コーディネーターを中心に、一人一人の実態に応じたきめ細やかな支援に努めた。特にサポート級は５７人という過去最多の人数で
あったが、教職員が連携し、保護者との関係も重視しながら、子どもたちが笑顔で生活できるよう取り組んだ。児童のアンケートでは、学校が楽しいという項目におい
て引き続き高い割合でよい傾向が表れており、成果として認められる。しかしながら、児童が学校へ行きづらいと思う場面があることも事実として受け止める必要があ
る。さらにきめ細やかな支援に努めていきたい。学習においては「対話」を重視した授業を通して子ども一人一人が主体的に学ぶ姿勢を育ててきた。ちからをあわせ
て、協働による学びのよさを感じられる取組が増えてきていると感じている。
　一方で、保護者アンケートでは「わからない」という割合が昨年度よりも大幅に増加している。授業参観の回数が１回だったことや周年行事の公開ができなかったこ
と等、学校の様子を伝える面で課題の残る１年間であった。個人面談や懇談会、学校だより、ホームページの充実に努めながら、学校の様子を発信する取り組みを
考えていきたい。次年度も、子どもも大人も「えがお」で生活し、「しあわせいっぱい」な学校を目指していきたい。

つながる心を大切にする
姿
・思いやりをもって友達
に接する姿
・つなぐ、つなげるという
意識で、いいなぁと感じ
たことを伝え合う姿
（人権尊重教育　特別支
援教育）

ちからを合わせて進む
姿
・双方向の思いやりを
もった信じ合う姿
・信じ合う仲間とともに、
学習や生活あらゆる場
面で力を合わせて問題
をのりこえる姿
（主体的・対話的で深い
学び　共生・協働　）

はじける笑顔で学ぶ姿
・安心して学ぶ姿、学ぶ姿
を歓迎され、受け入れら
れ、共感してもらえる姿
・やってみようという意欲を
持った姿、どんなことでも試
せる教室・認められる喜び・
やり遂げた喜びを味わう姿
（基礎・基本の学力に裏付
けされた、自己肯定感）

温かく共感的で安心・安全な学年・学級づくりに努め、自分の
考えや思いを自由に発言し、SOSが発信しやすい関係づくりに
取り組む。

　土橋スタンダードが定着してきた。また人権意識を高める授業を行うこ
とで、教員も子供たちも人権意識が高まってきている。さらに支援教育
コーディネーターを中心に児童理解にも務めた。

　土橋スタンダードを子供たちの実態に応じて変化させながら、今後も継続
して、教職員・子供の人権意識を高め、思いやりや助け合いが広がる「安
心」できる学校づくりを進めたい。

学ぶ楽しさを味わい、学ぶ価値を見出す中で、「やってみた
い」「できた」「わかった」「もっとやってみたい」と思えるような充
実した授業づくりを推進する。

　校内研究では「主体的に学び　豊かにかかわり　自分を高める子」の
姿を求めて実践を積み重ねた。教員が自主的に率先して授業を公開
することを通して、学校全体で授業力の向上に努めた。

　「豊かにかかわる」ことが次の「自ら高める」ステップにつなげられるよう、授
業実践を通して、子供たちの姿から探っていきたい。また若い教員が多く
なってきている。授業づくりの基礎基本を学校全体で確認しながら組織的
に研究を進めていきたい。

日々の教育活動を通じて小さなことでもできたことを認め、子供
も教職員も達成感を感じながら自己肯定感を高められるような
笑顔あふれる学校づくりをめざす。
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・つながる心を大切にする子
・ちからをあわせて進む子　　　　　を育てる。
・はじける笑顔で学ぶ子

・つながる心を大切にする姿を育む
・ちからをあわせて進む子を育む
・はじける笑顔で学ぶ子を育む

評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 成 果 と 課 題 具 体 的 な 改 善 策
教職員が率先してあいさつに取り組み、子供同士もあいさつで
つながりを築いたり、あいさつの良さを実感したりできるようにす
る。

　校長や支援教育コーディネーターが毎朝校門や校庭、通学路等であいさつ
運動に取り組んでいた。校内では児童、保護者ともにあいさつをしている人が
多いが、アンケートでは地域でできていないという意見も見られた。

　校内であいさつをすることが当たり前の雰囲気となっている一方で、地域でのあい
さつについては見知らぬ人と関わることへの心配の声もあることから、安心してあい
さつのできる環境や関係づくりに努めたい。

子供や保護者、地域の思いや考えを積極的に共有、理解する
ように努め、教職員間のコミュニケーションも大切にしながらつ
ながりを深める。

　周年行事の取組を中心に総合的な学習の時間などの活動を通し、子供が地
域や友達とつながる場を構築した１年間であった。大人のコミュニケーションも
大切にしてきたが、保護者との情報共有に課題が見られた。

　今後より一層地域の方々とのつながりを深め、地域の一員としての自覚を持てるよ
うにする。一方、授業参観や学校行事の公開等の機会を増やし学校での取組や子
供の様子を保護者とさらに共有できるよう努めたい。

一人一人の個性や多様性を尊重し、それぞれが大切な存在
であることを伝え、自他ともに大切にできる子供たちを育てる。

　校内研究や研修等を通して、教員の授業力や児童指導への理解を
深めることで、個性や多様性を尊重した教育活動となるよう取り組んで
きた。

　研究、研修を充実させて、個の学びや成長を大切にした授業を中心に、
学校生活全体を通して自分も他者も大切にできる子供の姿を探っていきた
い。

互いの良さを認め合いながら、自ら楽しい活動を創意工夫し、
様々な交流を通してつながりを育む。

　高学年が中心となって異学年と交流する活動を計画したり、学年全体
で集会を行ったりと、仲間と交流する活動の充実に努めてきた。

　次年度も、交流の場や方法を工夫しながら、行事だけでなく、日頃から多
くの仲間や地域と交流する場を重視し、お互いの良さを認め合うことの良さ
を感じられるようにしていきたい。

当番活動や係活動、学校行事、異学年交流を通して、子供た
ちが協力して活動する場面を多く設け、力を合わせることの良
さや達成感を感じることができるようにする。

　周年行事に向けて学校全体で協力して取り組むとともに、運動会など
の行事、児童会活動などを通して様々な活躍の場をつくることで、達成
感を感じている姿があった。

　行事だけでなく、日々の当番活動や係活動、行事を充実させ、仲間と協
力しながら創り出すプロセスと自ら課題を解決していく体験を通して、達成
感を感じさせたい。

他者意識と他者理解を育てるために、教育活動全体において
「聞く」ことを大切にした指導を推進する。

　「対話」を視点として校内研究や教材研究を進め、日ごろから教員の
指導力向上に努め、分かる授業、できるようになる授業を目指してき
た。

　今後も対話を重視した授業の充実を目指して研究を進め、一人一人の意
見や思いを尊重した協働的に学び合える学習活動となるよう深めていきた
い。

インクルーシブ教育の理念に基づき、一人一人の教育的ニー
ズに応じた手立てや支援の方法を工夫する。

担任だけでなく、学年全体で一人一人に寄り添った支援を心掛けるとと
もに、支援教育コーディネーターを中心に児童理解に努め、一人一人
のニーズに応じた支援に努めた。

支援教育コーディネーターを中心として、引き続き「個に応じた指導」を心
がけ、誰もが安心して過ごせる教室づくりを心がけていきたい。

話し合い活動や少人数での対話を積極的に取り入れ、一人一
人の意見や思いを受け止め、協働的に学び合える授業づくり
に取り組む。

　校内研究を通して、対話を積極的に取り入れることの意義を共通理解
し、児童の他者理解が高まる授業づくりに努めた。また日常の生活もで
あたたかい学級経営に努めた。

　すべての基本が「あたたかい学級経営」だということを共通理解してきた。
今後もすべての授業を通してあたたかい学級づくりに努めたい。

あらゆる立場の方々との連携や教職員の協働体制の構築を図
り、よりよい教育活動の推進をめざして積極的な情報共有と共
通理解に努める。

　「当事者意識」「迅速な対応」「情報共有」の３つのことを常に意識し、
誠意ある対応を心がけた。

教職員のチームワークはもちろんの事、地域や関係機関との連携も進んで
おり、さらによりよい対応ができるよう、今後も職員一同で研鑽を重ねていき
たい。


